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12. タイレリア・パルバ原虫感染ダニの牛皮膚付着部位における免疫担

当細胞の動態

〔要約〕 東海岸熱に対するワクチン開発のための基礎的知見を得る ために、タイレ リア・パルバ原虫

感染互三の付着部位である牛座塵における免疫担当細胞の動態を、免疫組織化学に より明らかに した。
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〔背景・ねらい〕

東海岸熱は、タイレ リア・パルバ (Theile ria parva)を病原体と し、ダニ (Rhipicephalusappendiculatus) 

によって媒介される牛タイ レリア病の一つである。牛に致死的な疾患を引き起こすため、アフ リカ地域に

甚大な被害を与えており 、ワクチン開発に よる効果的な防除が求められている。感染ダニの牛皮問への付

着後数日にわたり、スポロゾイ トが接種される。その時、炎症反応が起こる ことが知られているが、

ような免疫担当細胞が関与するかは明らかではない。原虫 と免疫系の初期の相互作用を解析する ことは、

どの

最適なワクチン接種法の戦略を考える上で重要であり、

ての基礎的知見となる。

1. 

〔成果の内容• 特徴〕

牛白血球分化抗原や主要組織適合遺伝子複合休 (MHC)に対する モノク ローナル抗体（表 1)を用

いて、様々な免疫担当細胞の動態を免疫組織化学的に検索 したところ、炎症反応はダニ付着部位の近く

で顕著であり 、CD4+,CD8十、及び WCl+T細胞の増数と 、皮府の肥厚がみられ、経過 とともに程度が

2. 

3. 

著 しくなった（表 2)。

wc1+T細胞は、CD4あるいは CD8+T細胞よ り多くみられ、その機能は明確ではないが、炎症反応

や組織の変性に関与すると考えられる（表 2)。

多数の classII MHC陽性細胞の浸澗が真皮にみられ、ほとんどはCDllb十細胞であった。付着後 4日

の表皮には、通常見られない CDl十樹状細胞と CDllb十細胞が検出された（表 2)。これらの抗原提示細

胞は、免疫応答に重要な役割を果た している。

1. 

〔成果の活用面・留意点〕

本研究で得られた皮附の免疫応答に関する知見は、他のダニ媒介性疾病の皮府病変を解析する上で、

有用である。

2. 国際家畜研究所 (ILRI)

り、

では、様々なベクタ ーを利用したサブユニ ットワクチンの開発が進行中であ

ワクチン接種部位の皮府や、

〔具体的データ〕

れる。

スポロゾイト を中和するワクチンの開発にあたっ

ワクチン接種牛の感染ダニ付着部位での免疫応答の解析が、今後望 ま

2) 

表 2

表 1 牛白血球表面抗原に対するモノクローナル抗体の特異性
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＊細胞数の半定量的評価：みられない (,)、大変少数（士）～大変多数(++++)。
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